
第6章まとめ
前章までで述べてきた両遺跡の調査成果について概観し、まとめとしたい O

松谷中峯遺跡については、 B区は全体的に果樹園造営のため、大規模に撹乱を受けていたが、古墳

時代中期の竪穴建物 2棟のほか、溝状遺構 2条、落とし穴と考えられるものを含め土坑21基、ピット

9基を検出した O また、造成時の客土中からも古墳時代中期の時期を中心とする土器のほか、砥石・

土錘などが出土していることから、造成によってその痕跡は失われてはいるが、 B区丘陵上には古墳

時代中期の集落が形成されていた可能性を考えたO また、時期の特定できなかった土坑に関しては、

落とし穴状土坑など、縄丈時代のものと考えられるものも認められたが、該期に相当するような遺物

の出土は認められなかったO

それに対し、 A区では、 B区とほぼ同様の地形であるにもかかわらず、人の利用した痕跡は確認で

きなかった O 近年鳥取県下では、道路敷設工事などの開発に伴い、大山町及び淀江町に所在する妻木

晩田遺跡(大山町教育委員会・淀江町教育委員会2000) や東伯町笠見第 3遺跡(鳥取県教育文化財

団2004) などの大集落をはじめとする、様々な性格の遺跡が、大山裾野から派生する丘陵上に確認

されているが、それとは別に、開発に伴う試掘調査の結果、人的関与の痕跡が認められず、遺跡とし

て調査されない正陵も多く存在する O

松谷中峰遺跡では、人が利用する土地、しない土地という状況を端的に示している様子が確認でき

たO 今後当時の土地利用のあり方を検討する上での良例となると考える O

別所中峯遺跡では、時期の特定できたものとして、弥生時代末から古墳時代前期にかけての遺構が

確認された O

この、弥生時代末~古墳時代初頭にかけての時期には竪穴建物 2棟のほか、貯蔵穴と考えられる土

坑 l基、底面に土器が並べられ、何らかの儀礼が執り行われたとみられる土坑 l基 (SK13)が確認

された O 竪穴建物については、当遺跡が尾根の先端部に立地することから、調査区外尾根の南側に集

落の中心が存在するという想定も可能である。しかし、調査区南側に行くに従って該期にあたる遺

構・遺物の分布が希薄になっていくこと、竪穴建物の構造が小型であったり、柱穴の確認できないも

のであったりと、特異なものである可能性があることから、これらは居住するためのものではなく、

儀礼跡と考えられるSK13に関連した特殊な施設であった可能性を指摘しておきたい。上記の時期よ

りやや降ると考えられる竪穴建物 l棟 (SI3)も他に該期の遺構がみられず、分布としては散在的な

ものであると考えられるので、同様な性格のものであると思われる O

時期の特定できなかった遺構としては、土坑11基、段状遺構 l基、 i'fli:状遺構2条が検出された O こ

のうち土坑 l基は底面にピットをもっ、いわゆる落とし穴状遺構で、表土中より縄丈時代前期及び晩

期の土器が出土していることから、これらいずれかの時期の所産であると考えられる O

検出した土坑のうち 8基は、明瞭な被熱痕がみられる焼成土坑で、焼成部位の特般から、製炭土坑

であると判断した。当例のように土坑の焼成部位の特慣によってその性格が推定できる可能性がある

ことから、今後同様な遺構の潤査において、詳細な焼成部位の記録が望まれる O これらの内 2基の底

面に溜っていた炭について放射性炭素年代測定を行ったところ、どちらもほぼ7世紀後半から 9世紀

初頭のなかに収まる可能性が高いという結果を得た(註 1) 0 おそらくこれらに付随する施設である

と考えられるSS1を含め、すべての製炭土坑がこの年代の中に収まるものであろう。隣接する東伯

町八橋第 8・9遺跡では、 7世紀後半代の竪穴建物跡 (SIl・ 4)や、南谷部包含層を中心に精錬鍛冶
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に関係すると考えられる鉄津が出土しており(註 2) (鳥取県教育文化財団2004)、当遺跡SIl埋士

上層より出土している椀状鍛冶浮とともに、この近辺で鍛冶関連施設の存在を伺わせる資料が揃いつ

つある O 今回確認された製炭士坑群は、この鍛冶関連施設で使用する炭を得るためのものであると考

えられる(註3)。また、これら製炭士坑のうち 4基 (SK1 . 3・6・11)の焼土について、被熱温

度を調べるため理化学的分析を依頼したところ、どれも 200
0C以下の低い温度による持続的な被熱を

受けたものであるという結果を得た(註4)。一般的に簡易な伏せ焼き法でもって製炭を行う場合、

窯内の温度は、焼成温度の低い黒炭を焼く場合でも最高700
0Cに達するそうである。今回検出したも

のもおそらく伏せ焼き法に近いものであると考えられるが、他に同様な資料に対する分析が為されて

いないため、現段階ではこの分析結果をどのように解釈すればよいのか判断できなかった O 今後製炭

士坑とは別の性格をもっ遺構であるという可能性も視野に入れつつ、同様の資料に対する類例の蓄積

や、当時の炭焼き法の復元・分析手法の妥当性など、様々な角度からの検討が必要であると考える。

方形に巡る溝 (SD2 )については、 SK13よりも新しい時期のものであると考えられることから、

製炭士坑に伴うものである可能性がある O しかし、現在までのところ、同タイプの製炭土坑に溝が巡

る例はなく、極めて短期間の操業であったと考えられる製炭士坑に、果たして溝で囲むというような

ことをしたのかどうかも疑問である、今後の類例の増加を待ちたい。

以上、松谷中峰遺跡・別所中峯遺跡とも、検出された遺構は少数ではあるが、何点か重要な成果が

得られた。これらについては特に論考を用意すべきであるが、時間的制約及び紙数の制限上果たすこ

とが出来なかった O また、遺構それ自体にも十分な検討・を加えることが出来ず、ひとえに調査担当者

の力量不足であると痛感している O 今後別の機会を持ってその責を果たしていきたい。

(鍋倉・大野・福井)

〈註釈}

1 )本書第 5章第2節参照

2 )調査担当者である小口英一郎・北島大輔・原あづさ 3氏に御教授いただいた。

3 )穴j幸義功氏は伏せ焼き式木炭窯について、 5世紀末からみられる、カロリーは低いが燃焼性に優れた鍛

冶用の木炭を製炭したものとしている(穴津2003)0穴淳氏の説に従えば、別所中峯遺跡、の製炭土坑は鍛錬

鍛冶用の炭を焼いたもので、別所・八橋両遺跡で出土している椀状鍛冶淳が近辺で精錬されたものではなく、

鍛錬鍛冶を行うため鉄素材として外部から持ち込まれたものであるという想定も可能である。

4 )本書第 5章第1節参照

〈主要参考文献〉

穴津義功 2003 1古代製鉄に関する考古学的考察Jr近世たたら製鉄の歴史j丸善プラネット
木立雅朗 1997 1土師器焼成坑を定義するためにJr古代の土師器生産と焼成遺構i窯跡研究会編
大山町教育委員会他 2000 r妻木晩a遺跡発掘調査報告書 1~ IV j 
鳥取県教育文化財団 2004 r笠見第3遺跡i
鳥取県教育文化財団 2004 r八橋第 8・9遺跡、j
淀江町教育委員会 2000 r妻木晩田遺跡 洞ノ原地区・晩田山古墳群 発掘調査報告書j

-62-



ぃ;減
‘、、 、‘
、a

、旬、

E 

、

図
T A 

盲『

L p 
写

可

• ， 

.一」

-

3

r

 

-一、:
ピ、・

i

、

も日
晶
、
主
色
白令主

器土土出、日s
 

~-，.. 

?句士 .ご、~-、、、a‘、、E 
事

= 、

(右が北入 。
、

版、図事.. 

PL.2 1.511 (東

2. 512 (商から)-

3 却を溜物出土状況

Pl.3"''''l. SK" '(菌から}、‘
2. SK2 (函から}

3. SK3 (窃から)

4. SK4 (上完握、下

5. SK5べ爾からJ
6 品SK6J普から)
7. SK7 (東から)

'" 1. SK8 ，(南東か

ら}

Pl. 4 

合、

匂..白h

、
E予

，ー

3 

，. ~区中央平温I!II調査llllll
2. AI&商学舗醐査後繍膨(東'iPら}

レンチ髄後鵬稲川)

f事ててゴe
、

〆九司、、
'.'・ ‘'"

'. ，.; 

、

内".、

.' 

':'.，-.!t' ."ぽ

三ら、T:.• ，-{ :..'令 ':: 
"~.予む'μ2ぺ:-~~ .-:二、
一一、，盲，‘
一ー】一 、
，-，' '.:;υ、九見、~

~ 

. 

温111 ‘

遍路周辺の"形

r 八橋篇8・9刻
PU'1 寸じ 51.1(函から).，・ -

.2. 511 i・物出土状況(函から)

ず3.511北東郡床面直よ遺物出土状況 (北から)
.:...-:.' 

PL8 

2. B区温情外出土土器 a

- Pl.9 石緑土1製品

一一 ・ ‘ 

. . .関

、明.. 
< 

ー・
』・

、

• “ 

品:、

‘ι町

、
d昆

一-.・



書 $ 4 S 舗 網 帯 明 u-『 4



州

w」a鋼gea ..
 
看語

(ハ山'RH

憧)MR草判召耳慣N百円

(A-'Q陸)

(心'Q眠)
N
 

u
l
 

N
 

F
 

u
l
 

F
 



誇 邸 易 量 国 窃 司 Fω

.， 
ま

Y
 

，9
 

~
 

cn アミ ~
 

_
f
 

囲 と歩 φ
h
 

J
 

>-
?E J
 

目 印 ヌ 印 { 市 罰 法 ， A V )

由 印 ヌ 由 { 置 法 ， 炉 }

、『

同 印 ヌ N ( 国 法 ， A V )

司・・
r

A H M T ハ ム ( 什 湘 筒 ' 叶 画 書 E U 汁 提 出 )

t-! 

吋 印 ヌ 吋 { 園 調 診 ， 品 V )

ペ



私;谷呼輔遺跡 PL4 

で肉

5.SK12 (西から)

7.SK14 (北から)



完 成 n 官 事 諸 事 勺 - 『 仰
ω 帥 T ハ 4 由 ( 畑 守 ψ )

A
〆

向

4ゑ

印 刷 ヌ N D ( 悼 法 ， 市 V )

4
 

中
! "
 

匂

l
 
J
、
，
 ，
 

1''
' 

'
 

方

自 印 守 ハ N - 性
ふ
ー

と少 σ，
 

}
 

旧 日 - A A J 可 ( 湖 法 ， A V )

ム 印 守 二 曲 ( 耳 u d ， 吊 V )

r
，
 

""'
"
 

吋 閉 口 - 副 書 E U 汁 茸 泊 { 回 世 ， g



z
 

ωJa 鎗圃割審仔@当事

p、
.，、

(A山'nm眠)

明圃聴世嗣毘挙制
E

一軍困凶困問

(心'RM若)

齢世阿世嗣思園事掃車吾凶凶N

(心'RN#)哨醐岨盟理個隠
E

居間凶国F



完 成 否 唇 踊 零 司 - 『 一 可

l i i 、a i : t !  、V 4 ・‘V 1

ー 山 n u

4
 

旬、 V
 '
 

、 ‘
 

守
剖
岡

立
.. 
炉
事w
 
酪 7 - ¥ ぃ、 山 市 誼

一 四 回 世 滑 朝 出 虫 歯 剛 高 高 鞭

{ 咽 四 世 ， 巾 V )

同 》 阿 部 特 普 盟 剛 感 商 鞭

{ 制 法 ， A V )



ト

期川判刊担求軍四凶固瓜
』

的

ω
 

回

守

N
 
N
 ∞
 

鴨川明判坦E軍用凶回F

∞
 

E
 

∞」a趨副遍且首相誕

回

の

。
@
 



発 m O 4 a催 国 g 戸 '" 
ω
 

ω
 
r、a

間 蹄 e H 庁 望 劃

ω
 
a
 



押2pnkmw)

睡包囲超自撞畑町田冊蝶之N

4(心'Q#)川町書色目隠語閉F

OFJa 第副司副密度震



浬 'll
 
号 機 崩 事 戸

i/.{
f
 

も
tt
1w

- 日 一 - ( 回 世 ， F V )

旧 日 二 副 書 匹 仲 詩 話 ( 回 世 ， g

ω 町 二 持 制 曹 司 囲 耐 」『 副 書 E H 汁 話 諸

( 悼 法 ， ψ )



NPJa 鎗用機@医震

(ハ山'nk

眠)回刊誌判週軍用問-的問

(心会圃}

(ハ

γ
膏眠)

円一的N

N-的F



NX帥FX凹寸
r
 

t
 

鎗照幽覇Er医震



(ハ山'内科帳)由v-
凹∞

(心'RN僻)口FU品目白

明

(ハ山'Q眠)寸￥回一N

時WF

」広傘閉糊aE陸誌

(A山

'Q#)FFv-凶ト

(ハ山'nN』甘}UUL的問



淫 ヨ駅 号 制 広 岡 窃 戸 切

( い 拝 u u ，A V )  

ω 薗 剛 様 車 同 岨 掴 ( 制 町 せ 詩 )



続け明判坦伺一同N

何
の

ω-da 路園用出metE霞

ド

国
'" F
 

ω
 

ω
 



達 ヨ 量 出 爾 出 園 窃 勺 - 『 - 吋

- m 守 ハ 4ω H 汁 U 庁 部 -医

N
 
N
 

'" 
N ω  

T 2 ω 長 U 汁CJ
> 

M E H 期 間 事 朝 団 書 回 目 円 圃 注 目 副

，
 

N
 

( 同 D H 部 )

M
 

a
 

持 部 N



鴨川明判萄在軍用N
~
 

。

町、

。。

σ3
 

的

守、

守

的聴け判川明司伺FX凶F

。。N
 

@FJa 定期樹立官医蚕



淫 頂 期 且 官 僚 出 闘 m' 勺 - 『 4 凶

- 印 ロ N E H け れ け 蹄 ( 附 )

同 極 量 芋 E H H 庁 翻 」 ( 什 )

ω
 

ω
 
υ
，
 国

ω
 
ω
 

ω 圃 毒 事 E H 庁 H 庁 綿 旧

ω
 
ω
 

ω
 
吋



4・
ONJa 鐙創期峨丘官官E蚕

指旧N

何切凶

N
 

ω
 

器用摺置綴

F

ト~
 

'" ~
 

ω
 

~
 

。L
 

的ω
 
《~
"
'
 

4;;: 
∞
 

“
2
 



第5軍第1節 PL.21 

焼土葺片(1)

2.SKl 地山

4.SK3地山

a，石英 PI斜長石 H。角閃石 0，不透明鉱物
Wt 溶結凝灰岩 V~ 火山ガラス Po 値物珪酸体

写真左列は下方ポーラ .写真右"1は直吏ポーラー下。

O.5mm 



焼土薄片 (2) 

a.SK11 

Q，石葺 PI斜長右 Ho角閃石 Oxho酸化角閃石

Cmカミンゲトン閃石 Vg:火山ガラス Smスメクタイト P孔陣

写真左到は下方ポ ラー‘写真右到は直交ポーラー下。

第5車第，e PL. 2~ 

O.5mm 
・・圃・・圃阻圃



115.114・liI PL.23 

盤主
X1001>(料下箇トシライト ウス'イト"イアライト

HDx1曲.① x4叩抑制ト(粒向微細晶出物).71イ7ライト

二金主豆急江坐旦虫
川田 ~x 4卯"ライト ハ.寸件

川田 め x4叩相続."ライト ハ.→4ト

置、⑨x2凶硬度@83蜘 ⑨'22酎v



報 室
田 抄 録

ふりがな まったになかみねいせき・ベっしよなかみねいせき

書 名 松谷中峰遺跡・別所中峯遺跡

副書名 一般国道9号(東伯中山道路)の改築に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 次 四

シリーズ名 鳥取県教育文化財団調査報告書

シリーズ番号 91 

編著者名 鍋倉和行、大野哲二、福井流星、浅田康行、岩井美枝、原あづさ

編集機関 財団法人鳥取県教育文化財団 埋蔵文化財センター

所在地 干680-0151 鳥取県岩美郡国府町宮下1260 Te1.0857-27-6717 

発行年月日 西暦2004年(平成16年)3月31日

ふりがな ふりがな コード
北緯 東経 調査期間 調査期間 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村遺跡番号

議拍蔀茶話'ali芙字転語 35
0 

133
0 

20030428 

松谷中峰遺跡 宇あぎな中かみ峰ね543ほか 31368 139 30' 39' ~ 7，473m
2 

一般国道9号
18" 5 " 20030626 

東伯中山道路

東伯郡赤碕町大字別所 35
0 

133
0 

20030801 
改築工事

別所中峯遺跡 宇中峯655-1 31368 138 29' 39' ~ 3，175rri“ 

59" 34" 20031031 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
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